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季節のごあいさつに代えてリーズからおとどけするただ一つの通信 
№35（通№114）2024 年 6 月 21 日 

“セレンディピティー”を身につける 

 セレンディピティー（serendipity） 。

この言葉を初めて知ったのは 2008年

８月 27日付日経新聞の記事。「思わ

ぬものを偶然発見する能力」と書いて

あるのをみて、〈思わぬもの〉とは、その

人の〈内なるもの〉と解釈。 

たとえば何かの拍子にぱっと、いま現

在の状況を一変させるほどの新しい人

生の選択が、実際には目には見えない

けど見えるようにあらわれる、というよう

な。いわば、自分の未来の新しい扉を

見つける能力、それが「セレンディピテ

ィ」なんだと。 

 先日まで音読していた『中井久夫集３ 

世界における索引と徴候』に、この「セ

レンディピティ」が出てきます。「カルロ・

ギンズブルグ」という歴史家のいう「些

細な足跡や草の倒れた形から獣の通っ

た跡を推理する狩人の〈徴候的知〉」

が、「セレンディピティによる知であ

ると私は思う」（中井久夫）。 

 ということは目にみえるモノの発見を

指している？ いや、 

「セレンディピティ」とは、隠れ

たものを発見するのが上手なセイロ

ンの王子に始まる言葉」だそうで、「潜

在能力」という言葉もあるのですから、

隠れたものを内なる世界にみるのも間

違っていないはず。 

本人にとっては当たり前すぎて気づ

かない、あるいは、社会生活の中でやむ

をえず閉じてしまった個性や精神性、才

覚。それに応じたWay・道を発見または

再発見する能力、セレンディピティ。 

その能力はどう養われるのかと問わ

れれば、一番に「モンテーニュ」の勧め

がうかびます。「自分をこまかく観察

したまえ、それが自分自身にとって

ひじょうに良い教育材料になる」。 

とくに感覚的なものの観察。まずは微

かな変化に気づくこと。このことを「中井

久夫」に一番教えられた気がします。 

｜見聞感考｜ 身近な人びとの新しいアプローチ 

仕事をとおして様々な問題、課題にとりく

んでいる人に出会います。プライベートで

も、自分の軸を自分でしっかり支えて小さな

冒険をつみあげている人が少なくありませ

ん。たまたま直近で新しい動きにかかり、お

知らせいただいたので、せっかくですから、

ご紹介しようと思います。 

子育てママのパワーで社会を変えていこう

と活動する『ママコミュ！ドットコム』さん

の「ぼうさいサンタのこども防災イベント」

（大阪市ボランティア活動振興基金助成金活

用）事業。子ども食堂などへ出張（無料）し

て子ども向けの防災教室をするというもの、

開催を希望施する施設やグループをいま募っ

ています。https://mamacomu.com/events/15431/ 

『TOEICスコアアップ講座 文法編 ～Ａ

Ｉに取って代わられないビジネススキルを身

に付ける～』にのぞむのは上尾さん。クレオ

大阪中央館で８月２８日が初日です。 

https://www.shisetsu-osaka.jp/shisetsu-

nw/koza/detail.html?kozaId=52002 

 久しぶりに個展というか、サロンのような

『日月ギャラリー』を６月に開催されたのが

テルミさん。ご本人のインスタグラムにその

チラシが載っていますが、２回目が７月の７

日（日）、８日（月）に予定されています。

逆瀬川駅近くの平林寺・宝壽院という場のチ

カラもあり、素敵なひとときをすごせます。 

https://www.instagram.com/lilikoiland/ 
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Lee Yamane Kiyomi 

「女性チャレンジ応援拠点」の今

年度の「拠点ゼミ」は『車座ｵｰﾌﾟﾝ

ｺﾝｻﾙ～時に立ちどまり〈先を読

む〉～』、第一回目の開催が７月

なので「2024 夏」と銘打って６日

に開催されます。新年度が始まっ

て 3 ヶ月、進捗を確認し、場合に

よっては軌道修正して、秋冬にむ

けたよりよい準備をしていきまし

ょう。どうぞご参加ください。 

●日時：７月６日（土）１０時より 

●場所：クレオ大阪中央館 

このリーズレターも、Weサイトで書き、話し

ていることも、モンテーニュ流にいえば、「わた

しを教えるためのもの」。そしてそれらが、旧

知・既知の、あるいは偶然の誰かのためにな

ればさいわい、という感覚で続けています。 

この春、大切な人との永遠の別れが迫っ

ていた最中に、音声版『今日のessais』に救

われているという方がおられた。話す内容は

いつも即興、その何かが偶然心に中に響い

た。話す側には思いもよらないことですが、こ

ういうことがあるから、続ける意味もある。 

後日、最期の瞬間まで一緒にわたしの音

声を聴いていたと伺って、場面が眼前にみえ

ました。象徴的で、厳かで、かけがえのない

思い出になろう一幕に、まさか自分の声が

登場していたとは…。想像を絶します。 

まさかの役割 

 

『車座ｵｰﾌﾟﾝｺﾝｻﾙ』 

日に「拠点ゼミ」 

https://www.leeslee.com/creosemi20240706.pdf
https://www.leeslee.com/creosemi20240706.pdf
https://www.leeslee.com/creosemi20240706.pdf
https://www.shisetsu-osaka.jp/shisetsu-nw/koza/detail.html?kozaId=52011

